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0. アブストラクト

クライン群論における重要な問題の１つは、メービウス群の部分群 G が離散群であるか否かを判

定することである。この問題に関し重要で有用な２つの定理がある。１つはポアンカレの多面体定理

であり、これは G が離散群であるための十分条件を与えている。もうひとつはヨルゲンセン不等式

定理である。これは２元生成群が離散群であるための必要条件を与えている。

１９７６年ヨルゲンセンはヨルゲンセン不等式定理と呼ばれている次の重要な定理を証明した。

定理 A (Jørgensen [2]) メービウス変換 A と B は非初等的離散群を生成するとする。このとき、

次の不等式（ヨルゲンセンの不等式という）が成り立つ：

J(A,B) := |tr2(A) − 4| + |tr(ABA−1B−1) − 2| ≥ 1 (∗)

下界 1 は最良である。

この講演ではヨルゲンセンの不等式について最近得られた結果およびこの１０年余にわたり得

られた結果を紹介する（Goto-Li-Sato [1], Jørgensen [2], T.Jørgensen-M.Kiikka [3], T.Jørgensen-
A.Lascurain-T.Pignataro [4], Li-Oichi-Sato [5], Oichi-Sato [6], Sato [7, 8, 9, 10] ）。

1. 定義と問題

1.1. 定義

定義 1.1. A と B をメービウス変換とする。

J(A,B) := |tr2(A) − 4| + |tr(ABA−1B−1) − 2|

を ordered pair (A,B) のヨルゲンセン数 という。

定義 1.2. G をメービウス変換群の非初等的２元生成部分群とする。

J(G) := inf{J(A,B) | G = 〈A,B〉}

を G のヨルゲンセン数という。

定義 1.3. メービウス変換群の部分群 G が次の４つの条件を満たすとき、 G をヨルゲンセン群

という： (1) G は２元生成群である。 (2) G は離散群である。 (3) G は非初等的群である。 (4)
J(A, B) = 1 となる G の生成元 A と B が存在する。特に、A が放物型（楕円型）変換のとき、G

を放物型（楕円型）ヨルゲンセン群という。

1



定義 1.4. R2 を種数 2 のショットキイ空間、古典的ショットキイ空間、または実型ショットキイ
空間とする。このとき、

J(R2) := inf{J(G) | G ∈ R2}

を空間 R2 のヨルゲンセン数という。

1.2. 問題

問題 1. すべてのヨルゲンセン群を見つけよ。

問題 2. r を r ≥ 1 なる実数とする。このとき、どのような r に対しヨルゲンセン数が r となる

非初等的離散群（クライン群）が存在するか。

問題 3. ショットキイ空間、古典的ショットキイ空間、および実型ショットキイ空間のヨルゲンセ

ン数を求めよ。
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